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「平成「平成1616年年77月新潟豪雨災害に関する実態調査」フリーアンサーより月新潟豪雨災害に関する実態調査」フリーアンサーより

■防災スピーカー、サイレンなどを設置して危険を早く知らせてほしい。
とにかく何も連絡なし。動けませんでした。（三条市民）

■避難勧告などが全く無く、情報が少なく、どう行動をとっていいのか
分からなかった。（三条市民）

■浸水が進んでも避難勧告がなく､避難できなかった。市の責任は重い。

（三条市民）

避難勧告が無かったから避難できなかった？

災害を住民はどのように捉えているのか？災害を住民はどのように捉えているのか？

34

住民の過剰な情報依存体質・行政依存体質住民の過剰な情報依存体質・行政依存体質

防災施設の整備・住民避難対策の推進
行政行政

住民住民

・・・「行政が住民を災害から守ってくれる．」
・・・自らの命までも行政に委ねる

・災害時の住民の対応行動
・・・行政からの指示待ち状態

自らの判断で意思決定ができない

何が問題なのか

「自分の命を自分で守る」という根本的な認識の欠落「自分の命を自分で守る」という根本的な認識の欠落
相手は自然、住民を災害から守りきれない行政の実態相手は自然、住民を災害から守りきれない行政の実態
さらなる情報伝達体制の整備が招く、さらなる依存さらなる情報伝達体制の整備が招く、さらなる依存

過剰な行政依存・情報依存過剰な行政依存・情報依存
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35

我が国の災害に関わる住民と行政の関係我が国の災害に関わる住民と行政の関係

自然災害

行政

地域社会

災害に対峙しているのはあくまで行政災害に対峙しているのはあくまで行政
住民はその庇護の下にいるという構造住民はその庇護の下にいるという構造

・防災施設整備
・避難対策推進

・ハード施設依存
・行政の指示待ち
・責任追及

36

地域防災力向上を目指して地域防災力向上を目指して

自然災害

地域社会

自助共助公助

■行政がすべきこと（公助）

・想定外力の範囲での防災施設整備

・想定外力を超える災害に備えた危機管理体制
の充実化

・行政対応の限界の周知

■住民個人がすべきこと（自助）
・「自分の命は自分で守る」という、
自助の鉄則の再認識とそれに基づく実行動

■地域コミュニティがすべきこと（共助）
・災害時要援護者への支援など、
互いに助け合う仕組みの確立

自助＝住民、共助＝地域コミュニティ、公助＝行政自助＝住民、共助＝地域コミュニティ、公助＝行政
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37

地域防災力向上を目指して地域防災力向上を目指して
これからの地域防災の考え方これからの地域防災の考え方

自然災害

地域社会

官助

民助民助とと官助官助が並列的に災害に立ち向かう社会の構築が並列的に災害に立ち向かう社会の構築

住民（＝民助）住民（＝民助） 行政（＝官助）行政（＝官助）

民助民助の中のの中の自助・共助・公助自助・共助・公助

自助

共助

公助

民助

38

地域防災力とは何か？地域防災力とは何か？
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3939

平成１９年平成１９年 台風９号台風９号 死者･行方不明者：３名死者･行方不明者：３名

全･半壊 ： 39棟
一部損壊：539棟

床上浸水：356棟
床下浸水：893棟

0-9(棟)
10-49
50-99
100-

住家損壊棟数

0-9(棟)
10-49
50-99
100-

浸水家屋棟数

9/6 9:00

9/6 21:00

9/7 9:00

9/7 21:00

9/8 9:00

9/6 9:00

9/6 21:00

9/7 9:00

9/7 21:00

9/8 9:00

消防庁資料(9.13現在)

4040

平成１９年平成１９年 台風９号台風９号 降雨概況降雨概況

関東地方整備局河川部
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4141

平成１９年平成１９年 台風９号台風９号 降雨概況降雨概況

関東地方整備局河川部

4242

南牧村の集落が一時孤立状態に南牧村の集落が一時孤立状態に
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4343

南牧村の被災状況南牧村の被災状況

44

南牧村の被災状況南牧村の被災状況
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454545

避難所

孤立集落

孤立化した南牧村の集落孤立化した南牧村の集落
活かされた密な地域コミュニティ活かされた密な地域コミュニティ

464646

活かされた密な地域コミュニティ活かされた密な地域コミュニティ

←
ご近所のおじさんに沢からの浸水
を防いでもらった

上に住むおじさんが車で助けに
来てくれた →

2007.10.3 NHK首都圏ネットニュース
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